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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の挿通孔を有する器具本体と；
　透光性カバー、およびこの透光性カバーの両端に設けられた取付部を有するカバー体と
、このカバー体内に収容される半導体発光素子と、この半導体発光素子への給電用で、前
記カバー体から外部に導出され、前記挿通孔の一方から前記器具本体内に配線される電線
とを有するランプ装置と；
　前記ランプ装置の前記取付部を支持する支持部、および前記器具本体の前記挿通孔に取
り付けられる器具取付部を有する取付アダプタと；
　を具備していることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記取付アダプタは、前記器具本体に保持する前記ランプ装置を前記器具本体に向けて
引き寄せ、前記ランプ装置の前記カバー体を前記器具本体に接触させる
　ことを特徴とする請求項１記載の照明器具。
【請求項３】
　前記ランプ装置は、前記取付部の端面から電線が導出されている
　ことを特徴とする請求項１または２記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明の実施形態は、半導体発光素子を用いた直管形のランプ装置を用いた照明器具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、直管形蛍光ランプを用いた照明器具が多く使用されているが、このような既設
の照明器具に、直管形蛍光ランプに代えて使用可能な光源として低消費電力かつ長寿命な
ＬＥＤ素子を用いたランプ装置が提案されている。
【０００３】
　このランプ装置は、直管形蛍光ランプと同じ管長とされ、その両端には直管形蛍光ラン
プと同じランプピンが突出された口金が設けられており、直管形蛍光ランプと同様に、既
設の照明器具に配設された一対のソケット間に接続可能としている。ランプ装置内には、
複数のＬＥＤ素子を基板に実装した発光モジュール、および直管形蛍光ランプ用の安定器
からソケット内の端子およびランプピンを通じて供給される交流電力を直流電力に変換し
て発光モジュールの各ＬＥＤ素子に供給してＬＥＤ素子を点灯させる電源回路が収容され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－４３４４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　直管形蛍光ランプを用いる照明器具のソケットは、直管形蛍光ランプを接続することを
前提として設計されているため、たとえ、ソケット内の端子を通じて安定器から直管形蛍
光ランプに電力供給することによってソケットが温度上昇し、劣化してランプ保持強度の
低下が生じたとしても、直管形蛍光ランプを保持するうえでは十分なランプ保持強度が維
持され、ランプ保持の信頼性が確保されている。
【０００６】
　しかしながら、ランプ装置は、複数のＬＥＤ素子を基板に実装した発光モジュールや電
源回路などが収容されることから、直管形蛍光ランプよりも重くなっている。そのため、
このランプ装置を直管形蛍光ランプ用に設計されたソケットに接続した場合、直管形蛍光
ランプと同様にソケットでランプ装置を保持できるものの、上述したソケット内の端子を
通じてランプ装置に給電することによるソケットのランプ保持強度の低下に対しては考慮
されていなかったため、ランプ保持の信頼性を確保する必要がある。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、発光モジュールへの給電がソケットを
利用せずにできるランプ装置を用いた照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態の照明器具は、一対の挿通孔を有する器具本体と；透光性カバー、およびこの
透光性カバーの両端に設けられた取付部を有するカバー体と、このカバー体内に収容され
る半導体発光素子と、この半導体発光素子への給電用で、前記カバー体から外部に導出さ
れ、前記挿通孔の一方から前記器具本体内に配線される電線とを有するランプ装置と；前
記ランプ装置の前記取付部を支持する支持部、および前記器具本体の前記挿通孔に取り付
けられる器具取付部を有する取付アダプタと；を具備している。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、カバー体から外部に導出した電線により、半導体発光素子への給電が
ソケットを利用せずにでき、それにより、ランプ装置を用いる照明器具においてランプ保
持の信頼性の確保が期待できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態を示すランプ装置の斜視図である。
【図２】同上ランプ装置の断面を示す斜視図である。
【図３】同上ランプ装置を用いた照明器具の側面図である。
【図４】第２の実施形態を示す照明器具の一部の斜視図である。
【図５】同上照明器具の一部の斜視図である。
【図６】同上照明器具の断面図である。
【図７】同上照明器具の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、第１の実施形態を、図１ないし図３を参照して説明する。
【００１２】
　図３に示すように、照明器具11は、例えば、直管形蛍光ランプ１灯用相当の器具であり
、長尺な器具本体12、この器具本体12の器具長手方向の両端に配置されたソケット13、こ
れら両端のソケット13間に着脱可能に保持された直管形のランプ装置14、および器具本体
12内に配置されてランプ装置14を点灯させる専用電源である点灯装置15を備えている。
【００１３】
　本実施形態の照明器具11は、例えば、直管形蛍光ランプを使用する既設の照明器具の器
具本体12およびソケット13をそのまま使用し、ランプ装置14および点灯装置15を組み合わ
せた照明器具11としてリニューアルするものである。あるいは、ランプ装置14および点灯
装置15を使用する照明器具11を新設する場合でも、直管形蛍光ランプ用の既存の器具本体
12およびソケット13を流用し、ランプ装置14および点灯装置15を組み合わせた照明器具11
として設置するものである。
【００１４】
　器具本体12は、設置面として例えば天井などに取り付けられる図示しない本体部、およ
びこの本体部を覆って本体部に着脱可能に取り付けられる断面逆富士形の反射体18を備え
ている。
【００１５】
　ソケット13は、器具本体12の本体部の両端に取り付けられ、反射体18の両端に形成され
たソケット挿通孔を通じて反射体18の外面に突出されている。ソケット13には、端子が内
蔵されているが、端子には点灯装置15が接続されず、つまり端子には通電されず、端子が
ランプ装置14の保持にのみ使用される。
【００１６】
　図１および図２に示すように、ランプ装置14は、直管形蛍光ランプと略同じ管長および
管径で直管形蛍光ランプと略同じ外観に形成されたカバー体21、このカバー体21内に収容
された複数の発光モジュール22、およびこれら発光モジュール22に接続されてカバー体21
の外部に導出された２本の電線23を備えている。
【００１７】
　カバー体21は、透光性カバー26およびこの透光性カバー26の両端に設けられた取付部27
を備えている。
【００１８】
　透光性カバー26は、例えば、透光性および拡散性を有する樹脂材料によって長尺な円筒
状に形成され、内壁面の対向する２箇所には保持溝28およびこの保持溝28を形成する保持
突部29がランプ長手方向に沿って形成されている。
【００１９】
　取付部27は、例えば、絶縁性を有する合成樹脂材料によって、直管形蛍光ランプの口金
と同様の形状に形成され、透光性カバー26の端部に被着して固定されるキャップ部30、こ
のキャップ部30の端面から突出された一対のピン31を備えている。一対のピン31は、直管
形蛍光ランプの口金から突出する一対のランプピンと同様に形成されており、ソケット13
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に着脱可能に取付可能としている。一端の取付部27の周面には、電線23を外部に導出する
導出孔32が形成されている。
【００２０】
　また、発光モジュール22は、例えばＬＥＤ素子やＥＬ素子などの複数の半導体発光素子
35、およびこれら半導体発光素子35が一面である実装面に実装された基板36を備えている
。
【００２１】
　半導体発光素子35には、ＬＥＤ素子の場合、ＬＥＤチップが搭載された接続端子付きの
ＳＭＤ（Surface Mount Device）パッケージ35aが用いられている。このＳＭＤパッケー
ジ35aは、パッケージ内に例えば青色光を発するＬＥＤチップが配置され、このＬＥＤチ
ップをＬＥＤチップからの青色光の一部により励起されて黄色光を放射する黄色の蛍光体
が混入された例えばシリコーン樹脂などの蛍光体層で封止されている。したがって、蛍光
体層の表面が発光面となり、この発光面から白色系の光が放射される。ＳＭＤパッケージ
35aの側面には、基板36にはんだ付け接続される端子が配置されている。
【００２２】
　基板36は、例えば、熱伝導性に優れた金属やセラミックス、あるいはプリント配線基板
で、長方形状に形成されており、一面である実装面には、絶縁層を介して配線パターンが
形成され、この配線パターンに接続される複数の半導体発光素子35が基板長手方向に沿っ
て実装されている。基板36に実装された各半導体発光素子35の実装位置の近傍に隣接して
取付孔37がそれぞれ形成されている。
【００２３】
　本実施形態では２つの発光モジュール22が用いられ、これら発光モジュール22が１枚の
基板保持板38の一面にランプ長手方向に沿って取り付けられている。各発光モジュール22
は、基板36の各取付孔37を通じて基板保持板38に螺着される図示しない各取付ねじで、基
板36の他面が基板保持板38の一面に密着するように固定されている。
【００２４】
　基板保持板38は、例えば、熱伝導性に優れた金属やセラミックス、あるいは合成樹脂に
よって形成されており、透光性カバー26の一端開口から両側縁を保持溝28に嵌め込み、透
光性カバー26内に差し込まれて収容され、透光性カバー26の両端に取り付けられる取付部
27によってランプ長手方向の位置が位置決め保持されている。
【００２５】
　また、電線23は、例えば、被覆電線であり、ランプ長手方向の一端側に位置する基板36
に電気的および機械的に接続され、ランプ長手方向の一端側の取付部27に設けられた導出
孔32から外部に導出されている。また、電線23は、点灯装置15に直接接続してもよいが、
点灯装置15から引き出される電線とコネクタ接続するようにしてもよい。なお、２つの発
光モジュール22の基板36は、別の電線などの接続手段で電気的に接続されている。
【００２６】
　なお、ランプ装置14は、透光性カバー26内の半導体発光素子35が実装された発光モジュ
ール22の基板36の一面である実装面と取付部27の一対のピン31が並ぶ方向とが平行に位置
する関係を有しているとともに、取付部27の一対のピン31が並ぶ方向の一側に取付部27の
導出孔32が位置する関係を有している。
【００２７】
　また、点灯装置15は、器具本体12の本体部に取り付けられており、商用交流電源が入力
され、交流電力を直流電力に変換し、電線23を通じて半導体発光素子35に供給する点灯回
路を備えている。点灯回路の回路構成は、特に限定されるものではなく、どのような回路
構成を用いてもよい。
【００２８】
　そして、例えば、設置面として例えば天井に設置されている既設の直管形蛍光ランプ用
照明器具をリニューアルする場合には、直管形蛍光ランプ用点灯装置を器具本体12から取
り外すか、直管形蛍光ランプ用点灯装置をそのまま残す場合には商用交流電源を供給する
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電源線を直管形蛍光ランプ用点灯装置から外し、ランプ装置14の専用の点灯装置15を器具
本体12に新たに取り付け、この点灯装置15に電源線を接続する。
【００２９】
　器具本体12の両端のソケット13間にランプ装置14を装着し、ランプ装置14から導出され
ている電線23を点灯装置15に接続する。器具本体12の両端のソケット13間にランプ装置14
を装着する際には、直管形蛍光ランプ同様に、ランプ装置14の両端の取付部27から突出す
るピン31を利用して装着できるが、装着状態において、発光モジュール22の半導体発光素
子35の発光面が器具本体12とは反対方向で、所望の照明方向に向くように装着する。
【００３０】
　そして、点灯装置15の動作により、点灯装置15からの直流電力が電線23を通じて各発光
モジュール22の各半導体発光素子35に供給され、各半導体発光素子35が点灯し、各半導体
発光素子35からの光が透光性カバー26を透過して放出される。
【００３１】
　このとき、ソケット13は、ランプ装置14の保持専用であり、発光モジュール22への給電
に利用しないことで、ソケット13内の端子の発熱によってソケット13が温度上昇すること
がなく、ソケット13の劣化が抑制され、ソケット13のランプ保持強度の低下を防止できる
。そのため、ランプ装置14が直管形蛍光ランプよりも重くでも、ランプ装置14をソケット
13で確実に保持することができる。
【００３２】
　このように、第１の実施形態のランプ装置14によれば、カバー体21から外部に導出した
電線23により、発光モジュール22への給電がソケット13を利用せずにできる。
【００３３】
　そのため、第１の実施形態の照明器具11によれば、このランプ装置14を用いることによ
り、ランプ保持の信頼性の確保が期待できる。
【００３４】
　次に、図４ないし図７に第２の実施形態を示す。なお、第１の実施形態と同様の構成お
よび作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００３５】
　第１の実施形態ではランプ装置14を器具本体12に保持するのにソケット13を用いたが、
このソケット13に代えて、取付アダプタ51を用いたものである。
【００３６】
　すなわち、第２の実施形態の照明器具11は、例えば、直管形蛍光ランプを使用する既設
の照明器具の器具本体12をそのまま使用し、ランプ装置14および取付アダプタ51を組み合
わせた照明器具11としてリニューアルするものである。あるいは、ランプ装置14および取
付アダプタ51を使用する照明器具11を新設する場合でも、直管形蛍光ランプ用の既存の器
具本体12を流用し、ランプ装置14および取付アダプタ51を組み合わせた照明器具11として
設置するものである。
【００３７】
　器具本体12の反射体18は、断面逆富士形で、ランプ装置14が対向する反射面53を有し、
この反射面53の両端近傍に本来はソケット13の挿通に利用されるソケット挿通孔54が形成
されている。ソケット挿通孔54は、器具長手方向の寸法が短く、器具長手方向に直交する
幅方向の寸法に長い長方形状に形成されている。また、器具本体12には、設置面側から器
具本体12側に配線される電源線が接続される図示しない端子台が取り付けられている。
【００３８】
　また、ランプ装置14は、第１の実施形態のランプ装置14と基本的な構成は同様であるが
、透光性カバー26がこの透光性カバー26内に収容される発光モジュール22の基板36の一面
である実装面に垂直な方向に長い断面長円形状に形成されているとともに、取付アダプタ
51を用いるのに対応して取付部27の構成が異なっている。
【００３９】
　取付部27は、透光性カバー26の端部を閉塞して取り付けられるキャップ部30を備え、こ
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のキャップ部30の端面に、透光性カバー26の端部に取付部27をねじ止め固定するための取
付孔56、取付アダプタ51が端面外方から差し込まれて支持される被支持部としての係合溝
57、および電線23が導出される導出孔32がそれぞれ形成されている。係合溝57は、透光性
カバー26内の発光モジュール22の基板36の一面である実装面と平行な方向に横長に形成さ
れている。また、取付孔56および係合溝57は取付部27の端面の中央付近に設けられるのに
対して、導出孔32は、透光性カバー26内に収容された発光モジュール22の基板36の一面で
ある実装面とは反対の他面側が臨む透光性カバー26内の空間に連通し、ランプ装置14を器
具本体12に保持した状態で器具本体12に近い周辺付近に設けられている。また、導出孔32
の周囲には、例えば電線23の導出状態で導出孔32を閉塞する閉塞部材などを取り付けるこ
とができるリブ58が突設されている。
【００４０】
　また、取付アダプタ51は、例えば、金属の板ばねなどで形成され、平板状の基部60を有
し、この基部60の一辺から取付部27の係合溝57に差し込み係合可能とする例えば舌片であ
る支持部61が突出形成され、基部60の支持部61が形成された一辺に隣接する両側の辺から
例えばアーム部である一対の器具取付部62が互いに対向するように折曲形成され、これら
各器具取付部62の先端にそれぞれ相反する外側に湾曲して突出するようにストッパ部63が
形成されている。取付アダプタ51のストッパ部63を含む一対の器具取付部62は、これら一
対の器具取付部62に負荷がかかっていない状態で、少なくとも一対の器具取付部62の先端
側の対向間隔が反射体18のソケット挿通孔54の幅より広くなるように形成されており、一
対の器具取付部62の先端側の対向間隔が狭まるように弾性変形するのを可能としている。
【００４１】
　また、点灯装置15は、ランプ装置14のカバー体21内に収容されており、例えば、一面に
発光モジュール22を取り付けた基板保持板38の他面に取り付けられ、透光性カバー26内に
収容されている。この点灯装置15の電源入力側に商用交流電源を供給するための電線23が
接続され、直流電力を出力する出力側が図示しない電線によって発光モジュール22に接続
されている。
【００４２】
　そして、例えば、設置面として例えば天井に設置されている既設の直管形蛍光ランプ用
照明器具をリニューアルする場合には、直管形蛍光ランプ用点灯装置を器具本体12から取
り外すか、直管形蛍光ランプ用点灯装置をそのまま残す場合には直管形蛍光ランプ用点灯
装置の電源入力線を端子台から外す。また、器具本体12からソケットを取り外し、器具本
体12の反射体18のソケット挿通孔54を開口させる。
【００４３】
　ランプ装置14の端面から導出された電線23を反射体18のソケット挿通孔54から器具本体
12内に挿入し、器具本体12内の端子台に接続する。
【００４４】
　ランプ装置14の両端の取付部27の係合溝57に取付アダプタ51の支持部61を差し込んで保
持し、取付アダプタ51の両器具取付部62の対向間隔を狭めるように弾性変形させながら、
両器具取付部62の先端のストッパ部63を反射体18のソケット挿通孔54に挿入する。挿入後
に、両器具取付部62の対向間隔を狭めるのを解除することにより、両器具取付部62の弾性
変形に対する反発力によって両器具取付部62が互いに開こうとする方向に移動してソケッ
ト挿通孔54の縁部に当接する。さらに、両器具取付部62がソケット挿通孔54の縁部に当接
した後も、両器具取付部62が互いに開こうとする反発力により、両器具取付部62が互いに
開きながら取付アダプタ51全体がソケット挿通孔54内に入り込む方向に移動し、これによ
り、取付アダプタ51で、ランプ装置14を器具本体12側に引き寄せ、ランプ装置14の透光性
カバー26の外面を器具本体12の反射体18に接触させ、その接触状態にランプ装置14を保持
する。
【００４５】
　反射体18のソケット挿通孔54に挿入された取付アダプタ51は、ソケット挿通孔54の縁部
によって器具長手方向および器具幅方向の位置が位置決めされた状態に保持され、取付ア
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ダプタ51の支持部61とランプ装置14の取付部27との係合状態が確実に保持され、器具本体
12に対してランプ装置14を確実に保持できる。
【００４６】
　取付アダプタ51の両器具取付部62の先端にストッパ部63が設けられているため、取付ア
ダプタ51のばね力が低かったり低下しても、両ストッパ部63が反射体18の裏面側に引っ掛
かることにより、取付アダプタ51が反射体18のソケット挿通孔54から脱落するのを防止で
きる。
【００４７】
　そして、電線23を通じてランプ装置14に通電することにより、点灯装置15が動作し、点
灯装置15からの直流電力が各発光モジュール22の各半導体発光素子35に供給され、各半導
体発光素子35が点灯し、各半導体発光素子35からの光が透光性カバー26を透過して放出さ
れる。
【００４８】
　このように、第２の実施形態のランプ装置14によれば、カバー体21から外部に導出した
電線23により、発光モジュール22への給電がソケット13を利用せずにできる。
【００４９】
　第２の実施形態の照明器具11によれば、このランプ装置14を用いることにより、ソケッ
トを使用せず、取付アダプタ51によって器具本体12にランプ装置14を保持することができ
、ランプ保持の信頼性を確保できる。
【００５０】
　取付アダプタ51を用いることにより、ランプ装置14が重くなっても確実に保持できるた
め、ランプ装置14内に点灯装置15を一体に収容することができ、照明器具11として部品点
数を削減し、施工性を向上できる。
【００５１】
　取付アダプタ51により、器具本体12に保持するランプ装置14を器具本体12に向けて引き
寄せ、ランプ装置14のカバー体21を器具本体12に接触させるため、ランプ装置14を器具本
体12に確実に保持できるとともに、ランプ装置14の半導体発光素子35や点灯装置15が発生
する熱を器具本体12に熱伝導して効率よく放熱できる。
【００５２】
　ランプ装置14の取付部27の端面から電線23を導出させているため、電線23を取付アダプ
タ51の基部60と両器具取付部62で囲まれた内側の空間を通じて器具本体12側に配線するこ
とができ、外部から電線23を目立たなくすることができる。
【００５３】
　なお、第２の実施形態において、取付アダプタ51は、例えば、金属や合成樹脂などのい
ずれの材料で形成されてもよい。支持部61は、例えば、ランプ装置14の取付部27を支持で
きれば、突起や窪みなど、いずれの構造でもよい。器具取付部62は、例えば、器具本体12
のソケット挿通孔54を利用して取り付けてもよいし、ねじで取り付けてもよく、いずれの
構造でもよい。
【００５４】
　取付アダプタ51を弾性体で形成し、取付アダプタ51自体で器具本体12に保持するランプ
装置14を器具本体12に向けて引き寄せるようにしてもよいし、器具本体12に保持するラン
プ装置14を器具本体12に向けて引き寄せるための付勢手段を別に用いてもよい。
【００５５】
　なお、各実施形態において、カバー体21の透光性カバー26は、例えば、筒状に一体また
は分割して形成してもよいし、少なくとも半導体発光素子35からの光を外部に放出する領
域に設けられていれば、他の部分は非透光とする他の部材でもよい。
【００５６】
　カバー体21の取付部27は、例えば、絶縁性を有する合成樹脂材料で形成され、ソケット
13に取り付ける場合には直管形蛍光ランプのランプピンに相当する支持専用のピン31を突
設すればよく、ソケット13を利用しない場合には他の支持構造を用いればよい。
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【００５７】
　電線23は、カバー体21の取付部27の周面や端面、あるいは透光性カバー26など、どこか
ら外部に導出されていても構わない。電線23は、半導体発光素子35への給電用であり、発
光モジュール22の基板36に接続されて半導体発光素子35への給電するものや、点灯装置15
に接続されて点灯装置15および発光モジュール22の基板36を通じて半導体発光素子35への
給電するものが含まれる。
【００５８】
　点灯装置15は、ランプ装置14から導出された電線23に接続するようにランプ装置14とは
別に配置してもよいし、ランプ装置14のカバー体21内に収容してもよい。
【００５９】
　以上の各実施形態のランプ装置14によれば、カバー体21から外部に導出した電線23によ
り、半導体発光素子35への給電がソケット13を利用せずにできる。
【００６０】
　そのため、各実施形態の照明器具11によれば、ランプ装置14を用いることにより、ソケ
ット13を利用しても、あるいはソケット13を利用せずに取付アダプタ51を利用しても、ラ
ンプ保持の信頼性の確保が期待できる。
【符号の説明】
【００６１】
　11　　照明器具
　12　　器具本体
　14　　ランプ装置
　21　　カバー体
　23　　電線
　26　　透光性カバー
　27　　取付部
　35　　半導体発光素子
　51　　取付アダプタ
　54　　挿通孔としてのソケット挿通孔
　61　　支持部
　62　　器具取付部
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